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第３回定例会

　

平
成
30
年
第
３
回
議
会
定
例
会

は
、
６
月
５
日
か
ら
18
日
ま
で
の

14
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
側
か
ら
は
30
年
度
総
合
開
発

公
社
事
業
計
画
及
び
予
算
、
放
棄

し
た
私
債
権
３
件
、
29
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
の
繰
越
の
報
告
、

専
決
処
分
の
報
告
２
件
と
、
29
年

度
７
会
計
の
補
正
予
算
、
条
例
の

一
部
改
正
２
件
の
専
決
処
分
の
承

認
、
ま
た
議
案
で
は
工
事
請
負
契

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
０
５

万
円
を
追
加
し
総
額
71
億
４
５

０
５
万
円
と
す
る
も
の
で
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

〈
歳
入
の
主
な
も
の
〉

繰
入
金

◦
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

　
　
　
　
　
　
　
６
９
６
万
円

諸
収
入

◦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成　
40
万
円

◦
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金

　
　
　
　
　
　
　
１
８
８
万
円

〈
歳
出
の
主
な
も
の
〉

◦
防
犯
灯
設
置
補
助

　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
万
円

◦
土
地
改
良
事
業
（
上
条
・
佐

　
野
）　
　
　
　
１
５
０
万
円

◦
地
域
の
元
気
、
魅
力
づ
く
り

　
事
業　
　
　
　
１
０
０
万
円

◦
陥
没
や
消
雪
な
ど
道
路
修
繕

　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
万
円

◦
県
道
宮
村
湯
田
中
停
車
場
線

　
道
路
改
良
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
１
０
９
万
円

８月下旬から長寿命化工事が着工予定の黒川橋

約
の
締
結
２
件
、
消
防
団
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
購
入
売
買
の
締
結
１
件
、

30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
条
例

の
一
部
改
正
２
件
、
人
事
案
件
１
件

が
提
案
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、

原
案
ど
お
り
受
理
、
承
認
、
可
決
、

同
意
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
10
人
が
登
壇
し
農

業
、
観
光
振
興
、
消
防
団
へ
の
対
応
、

空
き
家
対
策
、
教
育
福
祉
な
ど
の
諸

問
題
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

専
決
処
分
の
報
告

◦
林
道
陥
没
に
お
け
る
事
故
に

係
る
和
解
及
び
損
害
賠
償
額

の
決
定

◦
信
濃
中
野
税
務
署
駐
車
場
内

に
お
け
る
事
故
に
係
る
和
解

及
び
損
害
賠
償
額
の
決
定

第
３
回
定
例
会
関
連
記
事
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
16

一
般
質
問
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
18

補
欠
選
挙
、
全
員
協
議
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
29

常
任
委
員
会
視
察
報
告
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
30

追
悼
記
事
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
32

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
・
編
集
後
記
…
…
…
…
…
…
…
…
33

30
年
度
一
般
会
計

　
　
　
補
正
予
算
（
第
１
号
）

中学校長寿命化工事請負契約締結
快適な教育環境の実現へ

平成30年 第３回議会定例会

本年度はスポーツ振興くじ助成金があてられる志賀高原ロングライド



17 平成30年７月 議会だより第113号

第３回定例会

条
例
の

　
　
一
部
改
正

報

告

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
３

５
３
６
万
円
を
減
額
し
、
予
算

総
額
を
69
億
１
０
４
３
万
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　
町
道
除
排
雪
は
寡
雪
の
た
め

４
８
２
９
万
円
減
額
。
財
源
調

整
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
３

億
１
７
０
０
万
円
減
額
（
皆

減
）
し
ま
し
た
。

〈
歳
入
の
主
な
も
の
〉

◦
固
定
資
産
税

　
６
８
０
０
万
円

◦
地
方
消
費
税
交
付
金

　
　
　
　
　
　
１
７
１
０
万
円

◦
特
別
交
付
税 

７
８
９
２
万
円

◦
ふ
る
さ
と
寄
附
金

　
　
　
　
　
△
１
５
０
３
万
円

◦
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

　
　
　
△
３
億
１
６
０
７
万
円

〈
歳
出
の
主
な
も
の
〉

◦
町
道
除
排
雪

　
△
４
８
２
９
万
円

◦
福
祉
医
療
費　
△
８
８
７
万
円

◦
児
童
福
祉
費

　
　
　
　
　
△
１
２
０
０
万
円

◦
心
身
障
害
者
等
福
祉
費

　
　
　
　
　
△
１
６
０
９
万
円

◦
公
共
下
水
道
特
別
会
計
繰
出

　
金　
　
　
△
１
０
８
７
万
円

賛
成
討
論

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
１
１

０
万
円
を
減
額
し
予
算
総
額
を

19
億
４
９
３
３
万
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　
歳
出
の
保
険
給
付
費
５
３
７
９

万
円
の
減
に
対
応
し
た
補
正
で

歳
入
の
国
庫
支
出
金
な
ど
を
減
額
。

　
基
金
積
立
金
を
３
６
０
０
万

円
増
額
し
、
総
額
１
億
６
７
６

万
円
と
し
ま
し
た
。

保
険
給
付
費
９
億
９
２
８
９
万
円

平
成
15
年
度
以
来
10
億
円
を
下
回
る 

放
棄
し
た
私
債
権

［
水
道
料
金
］

　
放
棄
し
た
私
債
権
の
件
数
は

２
１
６
件
（
債
務
者
19
名
）、

額
は
８
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

［
有
線
放
送
電
話
使
用
料
］

　
放
棄
し
た
私
債
権
の
件
数
は

２
４
６
件
（
債
務
者
19
名
）、

額
は
45
万
６
９
５
７
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

［
空
き
家
の
店
舗
活
用
事
業

　
　

補
助
金
返
還
金
］

　
放
棄
し
た
私
債
権
の
件
数
は

１
件
、
額
は
２
０
０
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
本
会
議
に
お
い
て
、
一
部
改

正
２
件
は
全
会
一
致
で
原
案
ど

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
行
政
機
関
に
対
し
、
町
民
が

条
例
に
違
反
す
る
事
実
を
発
見

し
た
場
合
に
処
分
な
ど
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
手
続
や
、
事

業
者
な
ど
が
行
政
指
導
の
中
止

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
手
続

な
ど
が
加
わ
る
も
の
で
す
。

行
政
手
続
条
例
の

一
部
改
正

契
約
の
締
結

◦
国
補　
中
学
校
長
寿
命
化
改

　
修
工
事
（
一
期
・
二
期
）
請

　
負
契
約

　
契
約
金
額

　
　
　
　
７
億
８
３
０
０
万
円

◦
30
年
度
橋
梁
補
修
（
橋
梁
長

　
寿
命
化
）
工
事
請
負
契
約

　
契
約
金
額　
７
７
８
６
万
円

人
事
案
件

（
前
任
者
の
任
期
満
了
に
よ
る

新
任
）

　
柴
草　
隆
（
56
歳
）　
角
間

任
期
は
30
年
７
月
１
日
か
ら
33

年
６
月
30
日

「
教
育
長
」

柴
草
隆
氏
の
任
命
に
同
意

29
年
度
一
般
会
計

　
　
　
補
正
予
算
（
第
８
号
）

◦
消
防
団
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

　
購
入
売
買
契
約

　
契
約
金
額　
２
１
０
６
万
円

※
金
額
は
す
べ
て
消
費
税
込
み

渡
辺
　
正
男

　
基
金
の
原
資
は
、
ガ
ッ
ト
・

ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
農
業

合
意
で
農
林
漁
業
に
多
大
な
影

響
が
出
る
こ
と
に
対
応
す
る
た

め
に
国
か
ら
交
付
さ
れ
た
も
の
。

町
に
は
計
１
億
３
０
０
０
万
円

が
交
付
さ
れ
た
。
基
金
活
用
事

業
は
12
年
度
か
ら
水
路
な
ど
の

改
修
工
事
、
農
業
振
興
施
策
に

も
充
当
さ
れ
て
き
た
。
基
金
は

枯
渇
し
た
が
、
今
後
は
有
利
な

補
助
制
度
や
ふ
る
さ
と
寄
附
制

度
な
ど
の
活
用
で
財
源
確
保
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

29
年
度
国
保
特
別
会
計

　
　
　
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　
中
山
間
ふ
る
さ
と
・
水
と
土

保
全
基
金
１
億
３
４
７
５
万
円
、

平
成
５
年
度
か
ら
29
年
度
ま
で
、

土
地
改
良
施
設
等
の
整
備
事
業

及
び
農
業
振
興
に
係
る
事
業
に

活
用
さ
れ
ま
し
た
。
29
年
度
末

で
基
金
残
高
０
円
と
な
っ
た
た

め
、
そ
の
項
を
削
る
も
の
で
す
。

資
金
積
立
基
金

設
置
条
例
の
一
部
改
正

中山間ふるさと・水と土保全基金
を活用して整備された農地
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論戦

ズバリここが知りたい
　６月７日、８日、11日の３日間にわたり行われました。
　一般質問とは、住民から重大な期待と関心を持たれる大事な議員活動です。議員がその市町村の行政
全般にわたって、執行機関の疑問点をただし、所信の表明を求めるものです。議員主導による政策議論
であることから、執行機関も十分な準備が必要となるため事前通告を行います。
　質問者1人の質問時間は25分です（答弁を含めて概ね1時間）。
　今議会の登壇議員は１０人、傍聴者は13人でした（大勢の傍聴をお待ちしています）。

農業、観光振興、消防団 など

① 徳竹　栄子 ・ベイル町および他の友好提携している都市との友好交流事業について
・小学校防災避難訓練について

② 小林　克彦
・人口問題について　　　　　　　・楽ちんバスの運行について
・旧北小校舎の利用について　　　・民泊新法について
・農業のIOT活用について

③ 小渕　茂昭
・農林業の現状と今後の対応は
・高齢化が進む町の対応は
・有線放送廃止に伴う対応と体制整備は

④ 山本　光俊
・ふるさと納税（寄附金）夢・ワンパクこども応援貨について
・青少年健全育成のための連携強化について
・ジュニアスキー育成連絡協議会について

⑤ 渡辺　正男
・ロマン美術館の運営について　　・新学習指導要領への対応は
・各種イベントの相次ぐ廃止をどう考えるか
・楽ちんバス本格運用にどう取り組むか

⑥ 髙田　佳久 ・地球温暖化防止対策の推進を
・空き家対策の取り組みを

⑦ 望月　貞明
・空き家対策について
・若年層人口減少時代の消防団について
・夜間瀬川（横湯・角間川）両岸道路について
・生産性向上特措法への対応について 

⑧ 布施谷裕泉
・観光振興施策の現状と方向性について
・農業振興施策について
・介護環境の充実に向けて

⑨  山本　良一
・観光産業について
・志賀草津道路の通行止めについて
・志賀高原ロマン美術館について
・消防団運営について

⑩ 児玉　信治
・第6次山ノ内町行政改革大綱について
・農業振興について
・消防団の機構改革について
・図書館の利用について

一般質問
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質
問　

ベ
イ
ル
町
と
の
年
間
行

動
計
画
Ａ
Ａ
Ｐ
は
戦
略
的
計
画

が
求
め
ら
れ
る
。
進
捗
状
況
は
。

総
務
課
長　

ベ
イ
ル
町
と
友
好

交
流
提
携
都
市
で
あ
る
メ
キ
シ

コ
の
サ
ン
ミ
ゲ
ル
市
を
参
考
に

計
画
作
成
中
。

質
問　

計
画
作
成
に
、
東
西
南

北
問
わ
ず
、
企
業
、
団
体
、
個

人
の
意
見
を
聞
く
お
考
え
は
。

総
務
課
長　

交
流
事
業
内
容
に

応
じ
、
関
係
団
体
や
町
民
参
加

を
視
野
に
入
れ
検
討
し
て
行
く

質
問　

友
好
交
流
都
市
で
な
い

白
馬
村
、
白
馬
リ
ゾ
ー
ト
と
ベ

イ
ル
リ
ゾ
ー
ト
が
世
界
55
の
ス

キ
ー
場
共
通
リ
フ
ト
券
「
エ
ピ

ッ
ク
パ
ス
」
で
企
業
提
携
し
た

こ
の
現
状
を
ど
う
考
え
る
か
。

町
長　

私
も
び
っ
く
り
し
た
。

県
、
白
馬
村
に
実
態
を
確
認
し

た
。
志
賀
高
原
索
道
協
会
と
可

能
な
の
か
、
県
と
と
も
に
十
分

調
査
し
ベ
イ
ル
リ
ゾ
ー
ト
社
へ

訪
問
し
対
応
を
考
え
る
。

質
問　

志
賀
高
原
だ
け
で
な
く

北
志
賀
高
原
を
含
め
た
中
で
、

当
町
の
ビ
ッ
ク
マ
ウ
ン
テ
ン
リ

ゾ
ー
ト
と
考
え
、
索
道
関
係
者

と
協
議
し
、「
エ
ピ
ッ
ク
パ
ス
」

実
現
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
北
志
賀
高
原
に
対
し
て
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　

志
賀
高
原
だ
け
と
答
え

た
が
、
ス
ノ
ー
モ
ン
キ
ー
、
湯

田
中
渋
温
泉
郷
の
中
で
言
葉
足

ら
ず
の
部
分
で
北
志
賀
高
原
も

含
め
た
意
味
で
、
追
加
す
る
。

質
問　

ベ
イ
ル
町
の
よ
う
な
世

界
に
通
用
す
る
ス
キ
ー
場
安
全

条
例
策
定
に
向
け
、
事
業
者
、

町
職
員
の
研
修
も
必
要
と
考
え

る
が
。

町
長　

業
界
の
方
々
、
県
、
国

の
支
援
を
い
た
だ
き
対
応
し
た

い
。
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
す

る
。

質
問　

交
流
を
進
め
る
中
で
、

県
や
知
事
に
人
的
・
対
外
的
支

援
の
協
力
要
望
す
る
考
え
は
。

町
長　

国
際
交
流
推
進
の
観
点

か
ら
県
国
際
課
と
連
携
し
協
力

・
支
援
を
要
望
し
て
い
く
。

質
問　

小
学
校
敷
地
の
一
部
が
、

崖
崩
れ
特
別
警
戒
区
域
で
あ
る
。

避
難
場
所
・
経
路
の
決
め
方
は
。

教
育
長　

裏
山
の
レ
ッ
ド
ゾ
ー

ン
は
、
校
長
、
教
職
員
が
熟
知

し
、
避
難
経
路
は
第
１
第
２
避

難
場
所
な
ど
設
定
さ
れ
て
い
る
。

質
問　

崩
れ
落
ち
た
土
砂
は
、

山
（
崖
）
の
高
さ
の
２
～
３
倍

の
距
離
ま
で
届
く
と
の
こ
と
。

そ
れ
を
想
定
し
て
の
避
難
場
所

な
の
か
。

教
育
長　

そ
の
点
に
つ
い
て
は

想
定
し
て
い
な
い
が
、
関
係
機

関
と
連
携
し
安
心
・
安
全
を
守

っ
て
い
る
の
で
大
丈
夫
と
認
識

し
て
い
る
。

質
問　

学
校
施
設
の
場
所
と
し

て
適
正
か
。

町
長　

レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
指
定
が

建
設
後
で
あ
り
現
時
点
で
は
、

や
む
を
え
な
い
。
最
大
限
の
防

災
対
応
を
し
、
安
全
第
一
が
行

政
の
責
任
で
あ
る
。
今
後
は
レ

ッ
ド
ゾ
ー
ン
の
場
所
へ
は
意
識

し
外
し
て
い
く
。

小
学
校
防
災
避
難

訓
練（
東
小
学
校
）

町の活性化に国際交流をどう活かすか
町長－幅広い交流推進で産業経済につなげる

　友好交流都市でない
白馬村白馬リゾートが
ベイルリゾートと共通リ
フト券エピックパスへ
加入、先を越され残念。

徳
と く

竹
た け

 栄
え い

子
こ

徳竹栄子のつぶやき

※ＡＡＰ：Annual
Action Programs
の略。ベイル町と
当町が国際友好都
市交流協定に基づ
き、目的を達成す
るため両当事者が
作成する年間行動
計画。

質
問

町
長

質
問

総
務
課
長

総
務
課
長

質
問

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

質
問

教
育
長

教
育
長

ベイル町のアクティビティスポーツ　マウンテンコースター
夏シーズンには１２０万人が訪れる

※
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一般質問

小
こ ば や し

林　克
か つ ひ こ

彦

旧
北
小
校
舎
特
別
教
室
棟
の
後
利
用
は
可
能
か

町
長
―
調
査
費
用
を
計
上
し
て
い
る

※ＩｏＴ：Internet of 
Thingsの略。物のイン
ターネットと呼ばれ、
家電から工場全体まで
全てを統合し自動化す
るためのシステム。

質
問　

昭
和
40
年
代
の
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
建
物
に
あ
る
工
法

上
の
問
題
や
建
築
時
の
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
か
ら
み
て
、
こ
れ
か
ら

先
の
使
用
に
耐
え
得
る
か
。

町
長　

必
要
な
調
査
を
行
う
。

質
問　

校
舎
の
屋
根
は
改
造
さ

れ
て
落
雪
型
と
な
っ
て
い
る
が

雪
の
落
場
に
余
裕
が
な
く
、そ
の

た
び
に
排
雪
な
ど
を
し
な
け
れ

ば
建
物
が
損
傷
す
る
状
態
で
あ

り
入
念
な
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

総
務
課
長　

経
過
年
数
に
比
べ

大
分
傷
み
が
あ
る
と
感
じ
て
い

る
の
で
調
査
を
実
施
す
る
。

質
問　

地
元
要
望
は
管
理
棟
は

利
用
す
る
。
他
の
箇
所
に
つ
い

て
は
町
が
計
画
す
る
公
民
館
施

設
の
整
備
も
難
し
い
と
考
え
る

の
で
不
要
箇
所
は
全
て
取
り
壊

す
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
が
。

総
務
課
長　

要
望
を
踏
ま
え
、

調
査
し
た
あ
と
に
協
議
し
た
い
。

質
問　

楽
ち
ん
バ
ス
の
料
金
を

交
通
会
議
で
全
路
線
１
０
０
円

と
し
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。

併
せ
て
西
北
部
ル
ー
ト
の
乗
り

換
え
な
し
に
つ
い
て
の
議
論
は
。

総
務
課
長　

既
存
営
業
路
線
に

悪
影
響
を
お
よ
ぼ
し
か
ね
な
い

た
め
乗
り
換
え
式
と
し
た
も
の
。

質
問　

乗
り
換
え
の
不
便
は
残

る
が
要
望
の
多
か
っ
た
低
料
金

の
実
現
を
も
っ
て
正
規
運
行
に

入
る
と
解
釈
す
る
が
。

総
務
課
長　

ル
ー
ト
の
工
夫
や

低
料
金
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た

い
。

質
問　

民
泊
新
法
が
施
行
さ
れ

る
が
法
の
趣
旨
は
。

観
光
商
工
課
長　

公
衆
衛
生
の

確
保
、
地
域
住
民
と
の
ト
ラ
ブ

ル
防
止
、
違
法
民
泊
の
防
止
な

ど
を
目
的
と
し
て
い
る
。

質
問　

家
主
不
在
型
は
観
光
地

の
良
好
な
環
境
を
保
つ
上
で
懸

念
が
あ
る
。
京
都
市
は
駆
け
付

け
時
間
が
10
分
以
内
で
あ
る
が

長
野
県
は
ど
う
か
。

観
光
商
工
課
長　

30
分
。

質
問　

立
法
の
趣
旨
に
よ
れ
ば

年
間
を
通
し
て
駆
け
付
け
時
間

は
、
京
都
市
類
似
か
、
町
内
在

住
が
望
ま
し
い
の
で
は
。

観
光
商
工
課
長　

山
ノ
内
町
の

特
例
化
は
難
し
い
が
、
必
要
に

応
じ
県
に
要
望
を
し
て
い
く
。

質
問　

中
野
市
の
農
業
の
Ｉ
ｏ

Ｔ
の
取
り
組
み
の
所
感
は
。

農
林
課
長　

品
質
向
上
や
省
力

化
を
目
指
し
て
お
り
、
関
係
者

と
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

第
５
次
後
期
計
画
の
人

口
目
標
値
の
達
成
見
込
み
は
。

総
務
課
長　

本
年
４
月
１
日
現

在
で
す
で
に
下
回
っ
て
い
る
。

質
問　

人
口
減
少
の
原
因
の
う

ち
特
に
問
題
な
の
は
、
年
々
低

下
す
る
出
生
数
の
減
少
で
あ
る
。

そ
の
原
因
と
し
て
晩
婚
・
非
婚

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
社
協
が

新
た
に
県
の
結
婚
相
談
所
に
参

加
し
た
が
、
町
と
の
連
携
は
。

健
康
福
祉
課
長　

本
人
が
社
協

に
申
し
込
み
、
社
協
が
本
体
に

登
録
を
す
る
流
れ
だ
。

質
問　

待
ち
の
姿
勢
で
は
な
く
、

個
人
情
報
管
理
を
踏
ま
え
課
内

に
結
婚
支
援
係
を
新
設
し
て
登

録
を
積
極
的
に
推
進
す
べ
き
。

質
問

懸念される特別教室棟の維持費（旧北小校舎）

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

※
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一般質問

農林業の現状と今後の対応は
町長―志賀高原ブランドとしての農産物は高い評価である

質
問　

各
地
区
の
実
態
状
況
は

ど
う
か
。

農
林
課
長　

毎
年
8
月
に
農
業

委
員
会
に
お
い
て
、
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
お
り
、
東

部
地
区
21

ha
、
南
部
地
区
26

ha
、

西
部
地
区
18

ha
、
北
部
地
区
63



ha
、
合
計
１
２
８
ha
と
な
っ
て

い
る
。

質
問　

耕
作
地
の
真
ん
中
に
放

棄
さ
れ
た
農
地
が
最
近
あ
る
が
。

農
林
課
長　

農
地
と
し
て
再
生

困
難
と
み
な
し
た
場
合
は
、
非

農
地
決
定
の
事
務
処
理
の
上
、

山
林
、
原
野
な
ど
に
地
目
変
更

を
お
願
い
す
る
。

質
問　

太
陽
光
発
電
の
用
地
と

し
て
荒
廃
地
利
用
の
可
能
性
は
。

農
林
課
長　

太
陽
光
発
電
施
設

導
入
に
は
、
売
電
に
つ
な
が
る

の
で
助
成
に
は
ク
リ
ア
す
べ
き

内
容
も
あ
り
、
関
係
機
関
な
ど

と
連
携
を
取
り
、
情
報
収
集
し

た
い
。

質
問　

農
地
中
間
管
理
機
構
の

集
積
計
画
・
集
積
バ
ン
ク
へ
は
、

町
と
し
て
推
進
す
る
必
要
は
な

い
と
思
う
が
。

農
林
課
長　

急
傾
斜
地
で
あ
り
、

樹
園
地
な
の
で
集
積
に
は
不
適

で
あ
る
が
、
法
律
で
定
め
ら
れ

て
お
り
、
国
県
補
助
事
業
の
要

望
に
は
ポ
イ
ン
ト
化
さ
れ
る
の

で
、
可
能
な
範
囲
で
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

質
問　

農
産
物
の
町
内
で
の
生

産
高
、
生
産
状
況
は
把
握
で
き

て
い
る
か
。

町
長　

担
当
課
と
相
談
し
、
実

態
を
十
分
把
握
し
、
施
策
を
講

じ
て
い
く
。

質
問　

高
齢
化
と
今
後
の
動
向

に
つ
い
て
ど
う
見
て
い
る
か
。

町
長　

少
子
高
齢
化
は
全
国
的

傾
向
で
あ
る
が
人
口
減
少
対
策

は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
子
育

て
支
援
、
移
住
定
住
対
策
な
ど

幅
広
く
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

総
務
課
長　

高
齢
化
率
の
試
算

で
は
平
成
32
年
は
39
・
4
％
、

42
年
は
42
・
8
％
と
推
計
し
て

い
る
。

質
問　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
実
態

と
そ
の
対
策
は
。

健
康
福
祉
課
長　

29
年
度
の
ひ

と
り
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯
数

は
、
東
部
２
６
８
世
帯
、
南
部

１
２
０
世
帯
、
西
部
61
世
帯
、

北
部
73
世
帯
の
計
５
２
２
世
帯

と
な
っ
て
い
る
。
民
生
児
童
委

員
が
定
期
訪
問
し
、
情
報
提
供

や
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

総
務
課
長　

今
年
度
末
で
廃
止

と
な
る
。
防
災
無
線
整
備
に
あ

わ
せ
、
登
録
者
に
は
防
災
・
行

政
情
報
を
メ
ー
ル
配
信
す
る
。

質
問　

防
災
無
線
の
難
聴
地
区

対
応
は
。

消
防
課
長　

皆
さ
ん
の
意
見
を

聞
き
、
今
年
度
の
中
で
検
討
す

る
。

質
問　

有
線
柱
の
撤
去
や
各
家

庭
の
機
器
処
分
は
ど
う
か
。

総
務
課
長　

２
か
年
で
柱
や
ケ

ー
ブ
ル
の
撤
去
を
す
る
。
ま
た

電
話
機
は
一
斉
回
収
や
役
場
へ

の
持
ち
込
み
な
ど
も
対
応
し
た

い
。

質
問

奥の繁みも荒廃化した田んぼ（西部地区）

情報時代と言われて
いるが、意外と真意
が伝わらないのは思
惑優先なのか！
情報は正確に伝えま
しょう。

小渕茂昭のつぶやき

小
お

渕
ぶ ち

　茂
し げ あ き

昭

荒
廃
農
地
の

現
況
と
実
態
は

高
齢
化
が
進
む

町
の
対
応
は

有
線
放
送

廃
止
へ
の
対
応
は

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

※

※農業中間管理機構：高齢
化や後継者不足などで耕作
を続けることが難しくなっ
た農地を借り受け、認定農
業者や集落営農組織などの
担い手に貸し付ける公的機
関。都道府県に一つずつ設
置され、農地の集約化や耕
作放棄地の解消を推進す
る。農地バンク。
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一般質問

青
少
年
健
全
育
成
支
援
策
の
充
実
を

町
長
―
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
健
や
か
な
育
成
を
推
進
す
る

山
や ま も と

本　光
み つ と し

俊

全国大会に出場した
時のメンバーがほと
んど成人を迎えてい
る。みんなどんな大
人になってるかな。

山本光俊のつぶやき

質
問　

中
学
校
専
門
部
活
動
助

成
金
70
万
円
の
算
出
方
法
は
。

教
育
長　

明
確
な
算
出
根
拠
は

設
け
て
い
な
い
。

質
問　

こ
の
ほ
か
部
活
動
へ
の

直
接
的
な
支
援
策
は
あ
る
か
。

教
育
次
長　

そ
の
ほ
か
直
接
交

付
す
る
予
算
は
な
い
。

質
問　

中
学
校
ス
ポ
ー
ツ
文
化

活
動
後
援
会
費
は
町
か
ら
の
補

助
金
の
約
３
倍
を
育
成
会
な
ど

の
役
員
が
各
戸
を
回
っ
て
趣
旨

説
明
を
し
集
金
し
て
い
る
。
こ

の
現
状
を
ど
う
考
え
る
か
。

教
育
長　

以
前
か
ら
そ
の
よ
う

な
対
応
だ
と
聞
い
て
い
る
。

質
問　

集
金
す
る
労
力
や
時
間
、

今
後
の
少
子
高
齢
化
、
人
口
減

少
を
考
え
れ
ば
、
負
担
軽
減
と

安
定
し
た
財
源
を
確
保
す
る
仕

組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

負
担
に
な
る
と
は
聞

い
て
い
な
い
。
現
状
で
よ
い
と

考
え
て
い
る
。

質
問　

意
見
・
要
望
は
多
数
あ

る
。
実
態
を
把
握
し
対
応
策
を

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

教
育
長　

後
援
会
費
を
含
め
、

そ
の
よ
う
な
声
が
あ
る
こ
と
を

初
め
て
聞
い
た
。
今
後
研
究
し

て
い
く
。

質
問　

こ
の
度
、
教
育
振
興
基

本
計
画
と
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画

が
配
布
さ
れ
た
。
児
童
・
生
徒

の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充
実
を
は

か
る
と
し
て
い
る
が
具
体
策
は
。

教
育
長　

参
加
し
や
す
い
仕
組

み
を
作
り
、
環
境
整
備
を
進
め

て
い
き
た
い
。

質
問　

小
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
活

動
に
補
助
金
や
大
会
支
援
な
ど

を
行
っ
て
い
る
が
今
後
の
対
応

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

教
育
長　

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
状

況
を
見
な
が
ら
考
え
て
い
く
。

質
問　

活
動
が
充
実
し
て
い
る

ス
ポ
ー
ツ
に
対
し
て
、
町
か
ら

の
支
援
策
を
拡
充
で
き
る
仕
組

み
が
あ
れ
ば
と
思
う
が
。

教
育
長　

い
ろ
い
ろ
な
情
報
を

共
有
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

質
問　

寄
附
金
の
使
用
施
策
は

ど
の
よ
う
に
決
め
て
い
る
か
。

総
務
課
長　

予
算
編
成
時
に
財

政
部
局
で
寄
附
金
の
目
的
に
合

っ
た
事
業
へ
充
当
し
て
い
る
。

質
問　

そ
の
際
に
関
係
団
体
な

ど
か
ら
情
報
収
集
や
活
動
実
態

の
把
握
は
さ
れ
て
い
る
か
。

総
務
課
長　

予
算
編
成
の
中
で

ヒ
ア
リ
ン
グ
も
す
る
が
、
主
に

は
財
政
部
局
で
決
め
て
い
る
。

質
問　

29
年
度
の
要
望
・
意
見

を
踏
ま
え
今
年
度
の
事
務
局
案

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

教
育
長　

昨
年
度
の
要
望
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
一
部
変
更
し

た
部
分
も
あ
る
。
今
年
度
も
常

任
委
員
会
が
納
得
で
き
る
予
算

を
立
て
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

各
小
学
校
へ
の
補
助
金

を
９
月
に
は
交
付
し
て
ほ
し
い

と
の
要
望
が
あ
る
。
常
任
委
員

会
、
総
会
の
開
催
な
ど
、
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

教
育
次
長　

６
月
中
に
監
査
、

原
案
の
作
成
、
７
月
に
常
任
委

員
会
を
開
き
、
秋
ま
で
に
は
総

会
を
開
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

09  春季全国大会に出場した町の選抜チーム
スポーツ・部活動を通して青少年の健全育成と
高みを目指せる環境を（写真提供：北信ローカル）

質
問

※：全日本ソフトボー
ル協会主催による全
日本小学生女子大会。
かつて町の選抜チー
ムが 08,春季・夏季
大会、09,年春季大
会に３季連続で出場
した。

青
少
年
健
全
育
成

ふ
る
さ
と
納
税（
寄
附
金
）

夢・ワ
ン
パ
ク
こ
ど
も

応
援
貨

ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー

連
絡
協
議
会

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

※,
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町
長　

様
々
な
コ
ン
セ
プ
ト
で

町
あ
る
い
は
各
種
団
体
の
手
で

企
画
・
開
催
さ
れ
て
い
る
。
財

政
面
や
人
材
不
足
、
時
代
の
ニ

ー
ズ
に
そ
ぐ
わ
な
い
な
ど
の
理

由
か
ら
廃
止
に
つ
な
が
っ
て
い

る
も
の
も
あ
る
と
承
知
し
て
い

る
。
様
々
な
ニ
ー
ズ
を
捉
え
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ

て
行
う
こ
と
が
大
切
。
今
後
も

町
の
魅
力
発
信
の
た
め
、
地
域

の
活
性
化
の
た
め
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

質
問　

数
年
前
に
中
止
に
な
っ

た
春
の
よ
っ
て
か
っ
し
ゃ
い
イ

ベ
ン
ト
に
つ
づ
き
、
今
度
は
え

び
す
講
が
神
事
の
み
に
な
っ
た
。

三
体
し
あ
わ
せ
め
ぐ
り
は
中
止
、

湯
田
中
温
泉
夏
祭
り
は
縮
小
の

方
向
、
県
知
事
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
も
中
止
。
と
く
に
昨
年

60
回
を
迎
え
た
町
委
託
事
業
で

あ
る
煙
火
大
会
が
中
止
決
定
さ

れ
た
。
ど
う
感
じ
て
い
る
か
。

町
長　

歴
史
が
あ
り
、
町
に
寄

与
し
て
き
た
イ
ベ
ン
ト
。
楽
し

ん
で
い
た
だ
い
て
い
た
町
民
や

観
光
客
の
皆
さ
ん
が
い
た
の
で
、

非
常
に
残
念
と
い
う
の
が
率
直

な
気
持
ち
。
時
代
に
合
わ
な
く

な
っ
て
き
た
り
、
資
金
や
役
員

の
出
労
が
大
変
だ
っ
た
り
と
い

う
こ
と
も
あ
る
。
過
去
に
煙
火

大
会
の
寄
附
が
少
な
く
な
っ
て

き
た
と
き
に
町
か
ら
補
助
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
私
も
課
長
時

代
に
協
賛
金
集
め
に
奔
走
し
た

こ
と
が
あ
る
が
、
最
近
お
聞
き

し
た
協
賛
金
額
は
あ
ま
り
に
も

少
な
く
な
っ
て
い
て
正
直
驚
い

た
。
こ
の
町
で
は
、
町
が
中
心

に
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て
各
種
団

体
や
町
民
が
協
力
す
る
と
い
う

ス
タ
ン
ス
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
て
、
こ
れ
を
直
さ
な
け
れ
ば

と
観
光
連
盟
の
役
員
と
も
話
し

た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
と
き
に

あ
ん
な
に
み
ん
な
が
燃
え
て
い

た
、
あ
の
う
ね
り
が
ま
ち
づ
く

り
や
イ
ベ
ン
ト
に
も
生
き
て
く

れ
ば
い
い
と
思
う
。

質
問　

イ
ベ
ン
ト
を
考
え
る
と
、

こ
の
町
で
は
地
域
の
振
興
や
町

の
魅
力
発
信
よ
り
も
宿
泊
客
の

集
客
が
第
一
義
的
目
的
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
だ
か
ら
集
客
効
果
が
薄
れ

て
く
る
と
「
や
め
よ
う
」
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
小

布
施
の
「
見
に
マ
ラ
ソ
ン
」
や

中
野
の
「
バ
ラ
祭
り
」
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
多
く
、
大
き
な
イ

ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
が
、
け

し
て
宿
泊
客
の
集
客
効
果
目
当

て
で
は
な
い
。

町
長　

町
が
取
り
組
む
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
職
員
に
は
自
分
た
ち

が
ま
ず
楽
し
も
う
と
言
っ
て
い

る
。
自
分
が
楽
し
く
な
け
れ
ば

参
加
者
も
楽
し
く
な
い
。
楽
し

く
や
れ
ば
い
ろ
ん
な
ア
イ
デ
ア

も
出
て
く
る
し
、
い
や
い
や
や

れ
ば
ミ
ス
や
手
抜
き
も
出
て
く

る
。
営
利
目
的
だ
け
で
な
く
、

皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
、

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
に

公
共
の
お
金
を
投
資
す
る
こ
と

は
い
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。

相次ぐイベント中止  どう考えるか
町長―時代のニーズ捉えみんなで一緒に

ＶＡＲ（ビデオ・アシス
タント・レフェリー）が
勝敗をも左右したＷカッ
プ。技術革新がスポーツ
を変えつつある。

渡
わ た

辺
な べ

　正
ま さ

男
お

渡辺正男のつぶやき

質
問

質
問

イ
ベ
ン
ト
の

　
　
あ
り
方
は

集
客
効
果
よ
り
も

町
の
魅
力
発
信
を

2018玉村町田園夢花火（７月14日）



24議会だより第113号平成30年７月

一般質問

老
朽
危
険
空
き
家
対
策
の
迅
速
な
取
り
組
み
を

町
長
―
空
き
家
等
対
策
計
画
案
を
策
定

地方議会のなり手不足
の要因は、①立候補リ
スク②議員報酬③議員
の仕事が不明、やり甲
斐が感じられないとの
こと。

質
問　

空
き
家
対
策
の
進
捗
状

況
は
。

町
長　

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る

空
き
家
対
策
と
し
て
、
昨
年
、

庁
舎
内
会
議
を
設
置
し
、
空
き

家
等
対
策
計
画
案
を
策
定
。

　

今
後
、
空
き
家
対
策
協
議
会

を
設
置
し
て
計
画
を
策
定
し
、

空
き
家
対
策
を
推
進
し
た
い
。

質
問　

30
年
度
中
の
特
定
空
き

家
の
選
定
お
よ
び
助
言
・
指
導

・
勧
告
な
ど
行
政
手
続
き
は
。

建
設
水
道
課
長　

協
議
会
の
意

見
を
伺
い
、
特
定
空
き
家
と
認

定
す
る
こ
と
も
や
ぶ
さ
か
で
は

な
い
。

　

計
画
策
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

空
き
家
対
策
特
別
措
置
法
に
基

づ
き
、
緊
急
性
な
ど
を
把
握
し

て
実
施
し
た
い
。

質
問　

空
き
家
条
例
の
策
定
は
。

建
設
水
道
課
長　

先
行
市
町
村

の
状
況
を
確
認
し
、
協
議
会
で

必
要
性
に
つ
い
て
、
意
見
を
伺

い
た
い
。

　
質
問　

地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
の
進
捗
状
況
は
。

総
務
課
長　

雪
氷
熱
利
用
で
は
、

25
年
度
に
雪
冷
熱
利
用
農
産
物

等
貯
蔵
施
設
を
整
備
し
、
利
活

用
協
議
会
に
よ
り
活
用
。

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

補
助
金
は
、
昨
年
度
ま
で
に
41

件
で
５
１
５
万
円
を
交
付
。

　

温
泉
熱
利
用
設
備
導
入
補
助

金
は
、
昨
年
度
ま
で
に
25
件
で

６
３
７
万
円
を
交
付
。

　

小
水
力
発
電
は
、
昨
年
度
ま

で
に
実
績
は
な
い
。
本
年
度
、

県
の
補
助
制
度
活
用
を
検
討
す

る
事
業
者
が
あ
る
。

質
問　

改
正
Ｆ
Ｉ
Ｔ
法
を
踏
ま

え
、
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関

す
る
補
助
制
度
の
今
後
は
。

総
務
課
長　

検
討
は
し
て
い
な

い
が
、
今
後
、
状
況
を
見
て
研

究
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

太
陽
光
発
電
施
設
は
環

境
保
全
、
景
観
、
土
砂
災
害
な

ど
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、

既
存
の
景
観
条
例
の
改
正
や
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
促

進
に
関
す
る
条
例
の
制
定
な
ど
、

地
域
に
応
じ
た
規
制
誘
導
方
策

が
有
効
と
考
え
る
が
。

総
務
課
長　

今
後
、
近
隣
の
状

況
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

研
究
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

第
３
次
地
球
温
暖
化
防

止
実
行
計
画
の
策
定
は
。

健
康
福
祉
課
長　

第
２
次
計
画

の
検
証
を
踏
ま
え
、
早
急
に
策

定
す
る
。

質
問　

地
球
温
暖
化
防
止
対
策

推
進
法
で
は
、
計
画
の
策
定
と

公
表
は
義
務
づ
け
さ
れ
て
い
る

が
、
当
町
で
の
公
表
は
。

健
康
福
祉
課
長　

今
ま
で
公
表

し
て
い
る
経
緯
は
な
い
。

質
問　

足
立
区
と
の
カ
ー
ボ
ン

オ
フ
セ
ッ
ト
に
対
す
る
検
討
状

況
は
。

健
康
福
祉
課
長　

昨
年
の
６
月

以
降
、
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト

制
度
の
運
用
に
向
け
た
研
究
を

始
め
た
。

　

足
立
区
に
つ
い
て
は
、
必
要

な
情
報
を
収
集
し
、
で
き
る
連

携
を
は
か
っ
て
い
き
た
い
。

倒壊の危険が高い空き家

※１特定空き家：そのまま放
置すれば倒壊など著しく保安
上危険となるおそれのある状
態又は著しく衛生上有害とな
るおそれのある状態、適切な
管理が行われていないことに
より著しく景観を損なってい
る状態、その他周辺の生活環
境の保全を図るために放置す
ることが不適切である状態に
あると認められる空き家。

※２改正ＦＩＴ法：固定価格
買取制度が定められた電気事
業者による再生可能エネル
ギー電気の調達に関する特別
措置法が、太陽光発電に偏っ
た中身を改めるとともに、国
民負担の抑制と再エネ導入促
進の両立を目的として 2017
年 4 月に施行されたもの。 

質
問

髙
た か だ

田　佳
よ し ひ さ

久

髙田佳久のつぶやき

町
長

質
問

建
設
水
道
課
長

地
球
温
暖
化
防
止

対
策
の
推
進
を

質
問

総
務
課
長

質
問

総
務
課
長

質
問

質
問

総
務
課
長

質
問

建
設
水
道
課
長

健
康
福
祉
課
長

質
問

健
康
福
祉
課
長

質
問

健
康
福
祉
課
長

※
１

※
２
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質
問　

住
民
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
た
ら
危
険
箇
所
と

し
て
こ
の
道
路
が
指
摘
さ
れ
た
。

建
設
水
道
課
長　

当
該
道
路
は

堤
防
に
県
の
許
可
を
得
て
町
道

と
し
て
い
る
。
堤
防
機
能
を
損

ね
る
こ
と
な
く
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

設
置
す
る
と
な
る
と
、
経
費
・

工
法
な
ど
難
し
い
問
題
が
あ
る
。

質
問　

３
年
前
に
も
質
問
し
て

い
る
。
交
通
量
が
多
い
と
思
わ

れ
る
が
、
交
通
量
調
査
は
。

建
設
水
道
課
長　

今
後
、
実
施

す
る
か
を
含
め
検
討
す
る
。

質
問　

右
岸
道
路
に
は
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

護
岸
と
柵
の
基
礎
を
一
体
構
造

に
す
れ
ば
設
置
可
能
な
の
か
。

建
設
水
道
課
長　

設
置
の
詳
細

は
把
握
し
て
な
い
。
右
岸
が
国

道
だ
っ
た
か
ら
と
推
察
す
る
。

質
問　

道
路
状
況
は
以
前
と
全

く
変
わ
っ
て
い
な
い
。
当
該
道

路
で
は
、
転
落
事
故
も
発
生
し

て
い
る
。
安
全
対
策
が
必
要
で

は
な
い
か
。

建
設
水
道
課
長　

安
全
対
策
は

必
要
と
考
え
、引
き
続
き
関
係
機

関
と
調
査
・
研
究
を
し
て
い
く
。

消
防
課
長　

20
代
97
名
、
30
代

１
８
８
名
、
40
代
82
名
、
50
代

20
名
、
60
代
以
上
28
名
。

質
問　

消
防
団
員
の
負
担
が
一

番
重
い
の
は
、
ポ
ン
プ
操
法
大

会
出
場
に
向
け
た
練
習
で
あ
る
。

選
手
に
若
者
を
選
出
で
き
な
い

部
で
は
、
若
者
と
の
順
位
づ
け

を
強
い
ら
れ
る
大
会
へ
の
出
場

に
難
色
を
示
す
団
員
が
い
る
。

同
年
代
同
士
で
競
い
合
う
と
す

れ
ば
出
場
意
識
も
高
ま
る
。
年

代
別
の
審
査
は
。

消
防
課
長　

ポ
ン
プ
操
法
大
会

は
順
位
を
競
う
の
で
は
な
く
日

頃
の
練
習
成
果
を
披
露
す
る
場

で
あ
る
。

空
き
家
の
現
状
は

建
設
水
道
課
長　

空
き
家
数
は

28
年
調
査
で
３
３
０
戸
、
危
険

に
な
る
恐
れ
が
あ
る
も
の
は
71

戸
、
周
囲
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

も
の
23
戸
あ
る
。

質
問　

今
後
、
空
き
家
の
管
理

は
ど
う
行
っ
て
い
く
の
か
。

建
設
水
道
課
長　

場
所
は
確
認

し
た
の
で
、
今
後
、
固
定
資
産

税
か
ら
所
有
者
を
特
定
し
、
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
い
く
。

質
問　

管
理
さ
れ
て
な
い
空
き

家
へ
の
対
応
は
。

建
設
水
道
課
長　

設
置
要
綱
が

決
ま
っ
た
、
空
き
家
対
策
協
議

会
を
早
く
人
選
し
て
立
ち
上
げ
、

そ
こ
で
対
応
し
て
い
く
。

観
光
商
工
課
長　

導
入
設
備
に

関
す
る
税
条
例
を
専
決
改
正
し

た
。
今
後
、
促
進
基
本
計
画
策

定
を
は
か
っ
て
い
く
。

質
問　

こ
の
生
産
性
向
上
特
措

法
の
対
象
企
業
数
は
。

観
光
商
工
課
長　

対
象
企
業
に

旅
館
も
含
ま
れ
、
町
の
中
小
商

工
業
者
全
て
が
対
象
と
な
る
。

質
問　

今
後
の
進
め
方
は

観
光
商
工
課
長　

基
本
計
画
策

定
後
、
事
業
者
に
設
備
な
ど
の

導
入
計
画
を
作
成
し
て
い
た
だ

く
。

夜間瀬川・角間川左岸道路の安全対策は
建設水道課長－引き続き関係機関と調査・研究していく

西日本に記録的豪雨、
気象庁が「50 年に一度
の大雨特別警報」を 5
年で８回も発表。近年の
台風や梅雨末期豪雨の巨
大化は、地球温暖化進行
の影響か。

消
防
団
員
の
年
齢

構
成
は

左岸道路、ハンドル操作を誤れば転落の危険

望
も ち

月
づ き

 貞
さ だ

明
あ き

望月貞明のつぶやき

ポ
ン
プ
操
法
大
会

年
代
別
に
審
査
は

固
定
資
産
税
を

ゼ
ロ
と
す
る
生
産

性
向
上
特
措
法
へ

の
対
応
は

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

※

※アンケート調査：
公明党が子育て、介
護、防災・減災、中
小企業について４月
から６月まで全国
100 万人に行った訪
問アンケート調査。
当 町 で は 延 べ 382
人に実施した。
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一般質問

「
魅
力
的
な
観
光
地
づ
く
り
」に
向
け
て
の  

自
己
評
価
は

観
光
商
工
課
長
―
目
標
達
成
に
向
け
種
ま
き
は
で
き
て
い
る

2030年には訪日外国人
の観光延べ宿泊数が、
日本人の 1.4 倍の規模
になるとの予測も。
対応は大丈夫か。

※

来
町
者
の
意
向
調
査
を

質
問　

町
の
観
光
交
流
ビ
ジ
ョ

ン
で
は
「
千
客
万
来
」
よ
り
「
一

客
再
来
」
に
重
き
を
置
く
べ
き

と
記
し
て
い
る
。
そ
の
数
字
の

把
握
は
さ
れ
て
い
る
か
。

観
光
商
工
課
長　

統
計
を
取
っ

て
い
な
い
の
で
よ
く
わ
か
ら
な

い
が
、
そ
ん
な
に
多
く
は
な
い

と
思
う
。

質
問　

お
客
様
の
意
向
を
知
る

上
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
調
査
や

満
足
度
調
査
は
必
要
不
可
欠
。

個
々
の
旅
館
で
は
実
施
さ
れ
て

い
る
と
思
う
が
、
町
と
し
て
も

数
字
の
把
握
に
つ
と
め
る
べ
き

で
は
。

観
光
商
工
課
長　

当
町
の
場
合

質
問

は
三
つ
の
大
き
な
観
光
地
を
抱

え
て
お
り
、
全
て
に
お
い
て
の

調
査
は
難
し
い
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ま
で
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
し

や
、
須
賀
川
で
は
「
新
日
本
歩

く
道
紀
行
百
選
」
に
登
録
さ
れ

た
「
と
り
で
街
道
」
な
ど
が
あ

り
、
そ
の
地
域
に
光
を
当
て
る

こ
と
で
地
域
振
興
に
も
つ
な
が

る
。
あ
ら
た
め
て
「
歴
史
・
文

化
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
冠
に
し
た

取
り
組
み
を
求
め
た
い
。

町
長　

そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
歴

史
的
に
残
す
だ
け
で
な
く
住
民

の
誇
り
に
つ
な
げ
る
た
め
に
も
、

大
い
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定

者
の
推
移
は
。

農
林
課
長　

28
年
度
60
人
か
ら
、

29
年
度
20
人
と
激
減
し
て
い
る
。

質
問　

そ
の
理
由
は
。

農
林
課
長　

取
り
組
む
メ
リ
ッ

ト
が
感
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
意

見
が
多
い
。

質
問　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

の
町
で
あ
る
か
ら
こ
そ
「
環
境

に
優
し
い
農
業
」
に
取
り
組
む

意
義
が
あ
る
は
ず
。
対
応
は
。

農
林
課
長　

意
義
は
理
解
し
て

い
る
が
、
特
に
果
樹
で
は
減
農

薬
・
有
機
に
取
り
組
む
手
間
と

費
用
で
難
し
い
面
が
あ
る
。

質
問　

県
の
認
証
制
度
に
プ
ラ

ス
し
て
町
独
自
の
推
奨
制
度
を

創
設
で
き
な
い
か
。

農
林
課
長　

振
興
会
議
な
ど
で

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
県
と
も

相
談
し
て
対
応
し
た
い
。

か
し
一
地
点
で
と
ら
え
れ
ば
実

施
は
可
能
。
今
後
検
討
し
た
い
。

質
問　

当
町
に
は
い
た
る
と
こ

ろ
に
史
跡
が
あ
り
、
地
域
そ
れ

ぞ
れ
に
多
様
な
文
化
も
根
付
い

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
歴
史
・

文
化
に
か
か
わ
る
取
り
組
み
事

例
は
。

観
光
商
工
課
長　

歴
史
文
化
も

幅
広
く
あ
り
、
町
の
文
化
財
を

活
用
し
た
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
も

そ
の
一
つ
と
考
え
る
。
た
だ
神

社
仏
閣
や
史
跡
と
結
び
付
け
た

取
り
組
み
は
あ
ま
り
な
い
。

質
問　

例
え
ば
佐
野
遺
跡
巡
り

環
境
に
優
し
い

農
業
推
進

※観光交流ビジョン
：当町の観光施策を
まとめた計画で現在
は第3次。期間は平
成28～32年度まで
の5年間で最終年度
の年間観光客数の目
標値を550万人とし
ている。

布施谷裕泉のつぶやき

布
ふ

施
せ

谷
や

 裕
ひ ろ

泉
み

「
歴
史・文
化
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
を
冠
に

し
た
取
り
組
み
を

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

地域資源を守るために
（須賀川区会の呼びかけで毎年実施される「とりで街道」の草刈り）
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一般質問

質
問　

６
月
８
日
発
行
地
方
紙

の
、
一
面
、
ト
ッ
プ
記
事
で
、

び
っ
く
り
さ
れ
た
住
民
が
大
勢

い
ら
っ
し
ゃ
る
。

　

観
光
客
が
年
々
減
少
、
町
民

や
そ
の
知
人
の
鑑
賞
が
目
立

ち
、「
親
戚
の
花
火
大
会
と
化

し
、
本
来
の
目
標
（
誘
客
）
か

ら
遠
の
い
た
」
と
あ
る
が
、
親

戚
の
花
火
大
会
と
化
す
こ
と
こ

そ
、
そ
れ
だ
け
町
に
根
付
い
て

い
る
証
拠
だ
。

　

60
年
の
積
み
重
ね
で
、
地
域

と
町
民
の
心
に
し
っ
か
り
と
根

付
い
た
伝
統
行
事
だ
と
関
係
者

は
気
づ
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
観
光
連
盟
関
係
者
が
、「
新

た
な
別
の
事
業
を
」
と
さ
れ
て

い
る
が
、
60
年
続
い
て
い
る
行

事
を
こ
の
程
度
の
理
由
で
、
あ

っ
さ
り
廃
止
す
る
方
が
、
今
後

60
年
続
く
行
事
を
発
想
で
き
る

と
は
思
え
な
い
。

　　

物
心
両
面
で
足
り
な
い
な
ら
、

結
論
を
出
す
前
に
、
な
ぜ
地
域

で
暮
ら
す
多
く
の
人
に
声
を
か

け
な
か
っ
た
の
か
と
考
え
る
。

知
恵
を
出
し
合
う
中
で
一
つ
の

こ
と
は
続
い
て
い
く
。

 

日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は

　

日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
受
け
皿
は

町
観
光
連
盟
と
さ
れ
て
い
る
が
、

観
光
庁
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
関
し
て
、

「
地
域
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
醸

成
す
る
観
光
地
経
営
の
視
点
に

立
っ
た
地
域
づ
く
り
の
か
じ
取

り
役
と
し
て
、
多
様
な
関
係
者

と
共
同
し
な
が
ら
明
確
な
コ
ン

セ
プ
ト
に
基
づ
き
地
域
づ
く
り

を
実
現
す
る
戦
略
を
立
て
、
実

施
す
る
た
め
の
調
整
機
能
を
備

え
た
法
人
」
と
示
し
て
い
る
が
、

連
盟
の
一
連
の
動
き
は
、
こ
の

趣
旨
か
ら
大
き
く
外
れ
て
い
る
。

「
住
む
人
、
訪
れ
る
人
に
」
で

は
な
く
、「
お
泊
り
に
な
る
方
」

だ
け
に
目
を
つ
け
て
い
る
こ
と

が
は
っ
き
り
し
た
。

　

地
域
の
住
民
が
、
観
光
地
に

住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
も

の
は
一
体
何
か
。

町
長　

時
代
や
歴
史
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
時
々
の
改
革
を
し

て
、
物
事
と
い
う
の
は
続
け
て

い
く
こ
と
が
大
切
と
、
常
に
思

っ
て
い
る
。
ま
た
イ
ベ
ン
ト
は
、

や
る
こ
と
が
す
べ
て
営
業
に
結

び
付
く
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
住
民
や
観
光
客
の

皆
さ
ん
に
感
謝
を
し
た
り
、
サ

ー
ビ
ス
す
る
。
そ
の
一
環
だ
と

思
っ
て
い
る
。
町
と
し
て
も
、

活
性
化
の
た
め
、
ま
た
、
住
民

の
皆
さ
ん
が
元
気
を
出
す
、
元

気
な
町
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
し
て

町
の
元
気
を
町
内
外
に
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
る
。
ま
た
、
い
ろ
い

ろ
な
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
互
い
に
、
住
民
と
し
て

の
絆
を
深
め
る
と
い
う
意
味
も

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
イ
ベ
ン

ト
で
も
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い
も
、
過
去

の
歴
史
や
経
過
も
あ
る
の
で
、

そ
う
い
う
も
の
を
大
切
に
し
な

が
ら
時
代
に
マ
ッ
チ
し
た
対
応

を
し
て
い
く
。

質
問花

火
大
会

中
止
の
理
由
は

消えた、花火大会　

山
や ま

本
も と

 良
りょ う いち

一

山本良一のつぶやき

知恵を働かせ

汗を流して働けば

えびすさんが福を

授けてくれるそうです。

予
算
が
無
い
、

人
が
足
り
な
い

観
光
地
に
住
む

住
民
の
メ
リ
ッ
ト

は
何
か

60年の歴史ある花火大会の中止は
町長－時代・歴史を大切にし、物事は続けていくことが大切
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消
防
団
の
機
構
改
革
が
必
要
と
思
う
が

町
長
―
消
防
防
災
委
員
会
で
検
討
す
る

河川の草刈り作業に
大勢の皆さんの協力
感謝、感謝。
それにしても人間の
パワーはすごい。
壮観な光景を、脳裏に
焼き付けておこう。

 

消
防
団
の
機
構
改
革
は

質
問　

当
町
の
人
口
は
、
２
０

１
５
年
を
１
０
０
と
す
る
と
２

０
２
５
年
は
81
、
２
０
３
５
年

は
64
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
将

来
的
に
、
現
状
維
持
は
困
難
と

な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
今

後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す

べ
き
時
期
と
思
う
が
。

町
長　

改
革
に
つ
い
て
は
、
地

域
の
状
況
を
十
分
把
握
し
、
有

事
の
際
、
機
能
低
下
が
生
じ
な

い
よ
う
、
地
域
消
防
団
と
相
談

し
な
が
ら
、
消
防
防
災
委
員
会

に
お
い
て
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

現
在
、
町
内
で
17
部
組

織
さ
れ
て
い
る
が
必
要
と
考
え

る
か
。

消
防
課
長　

現
状
で
は
、
必
要

と
考
え
て
い
る
が
将
来
的
に
は
、

柔
軟
な
対
応
が
必
要
と
の
認
識

を
も
っ
て
い
る
。

 

農
業
振
興
は

質
問　

転
職
者
に
は
、
新
規
就

農
の
た
め
の
研
修
が
必
要
で
あ

る
。
研
修
費
は
負
担
が
重
い
。

補
助
制
度
創
設
を
。

農
林
課
長　

現
在
、
国
の
補
助

制
度
と
し
て
、
農
業
次
世
代
人

材
投
資
事
業
の
準
備
型
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。
就
農
予
定
時
の

年
齢
が
45
歳
未
満
で
、
県
が
定

め
た
研
修
機
関
な
ど
で
研
修
を

受
け
る
方
は
、
年
間
１
５
０
万

円
で
最
長
２
年
間
を
対
象
と
し

て
交
付
金
が
支
給
さ
れ
る
。
現

在
、
町
単
独
で
の
補
助
制
度
創

設
の
予
定
は
な
い
が
、
県
や
近

隣
市
町
村
の
状
況
を
把
握
す
る

と
と
も
に
、
地
域
の
振
興
会
議

な
ど
で
も
情
報
を
共
有
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

現
在
の
補
助
制
度
も
、

ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な
り
該
当
者

が
少
な
い
状
態
で
あ
る
。
国
・

県
へ
の
具
申
は
さ
れ
て
い
る
か
。

農
林
課
長　

補
助
制
度
の
交
付

要
件
の
中
に
は
、
取
り
組
み
に

く
い
部
分
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

県
選
出
国
会
議
員
や
県
議
と
の

意
見
交
換
会
、
関
東
農
政
局
と

の
懇
談
会
の
場
に
お
い
て
実
情

を
話
し
意
見
を
述
べ
て
い
る
。

今
後
も
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
、

地
域
の
要
望
を
伝
え
て
い
く
。

 

図
書
館
利
用
は

質
問　

小
・
中
学
生
の
読
書
の

状
況
は
。

教
育
長　

児
童
・
生
徒
の
自
発

的
な
読
書
活
動
が
は
か
ら
れ
る

よ
う
、
学
校
で
は
朝
や
清
掃
後

に
読
書
時
間
を
設
け
て
い
る
。

ま
た
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
高

学
年
児
童
が
読
み
聞
か
せ
る
な

ど
、
読
書
へ
の
関
心
を
高
め
る

図
書
館
教
育
を
充
実
さ
せ
て
い

る
。

質
問　

蟻
川
図
書
館
の
歴
史
に

つ
い
て
子
ど
も
た
ち
に
話
し
て

い
る
か
。

教
育
長　

子
育
て
支
援
の
「
ゆ

め
っ
こ
」
で
は
、
読
み
聞
か
せ

の
依
頼
が
あ
っ
た
際
に
は
、
成

り
立
ち
や
寄
贈
者
の
思
い
な
ど

を
伝
え
て
い
る
。

質
問　

蟻
川
氏
の
意
志
を
子
ど

も
た
ち
に
、
も
っ
と
話
す
べ
き

と
思
う
が
。

教
育
長　

そ
の
通
り
だ
と
思
う
。

町消防団観閲式　どこまでつづく、今の機構

児
こ

玉
だ ま

 信
し ん

治
じ

児玉信治のつぶやき

一般質問
質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問
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議会全員協議会
第８回（６月５日）
１　執行機関からの提出案件
（１）楽ちんバス
　　①運行経路およびダイヤの　
　　　改正
　　②10月からの有償運送にお　
　　　ける運賃
　　③30年度町生活交通確保維　
　　　持改善計画
（２）全国煙火競技大会兼長野県
　　後継者花火コンテスト
　　①町観光連盟の中止決定に至
　　　る経過
２　議会からの提出案件
（１）各審議会等の出席者報告

第９回（６月１８日）
１　執行機関からの提出案件
（１）町教育委員会教育長の任命
２　議会からの提出案件
　　なし

第１０回（６月１８日）
１　執行機関からの提出案件
（１）やまびこ広場のリノベ
　　ーション
２　議会からの提出案件
（１）佐々木教育長退任によ　　
　　る庁舎玄関見送り
（２）議会活性化
（３）審議会等出席者報告

補欠選挙、議会全員協議会

議員に欠員が生じた場合の
　　　　　　　　　補欠選挙について
　町議会では、小林民夫議員死去により、４月１日から議員定数14名に対し１名欠員
になっております。
　町議会における補欠選挙については、公職選挙法（第112条および第113条）に
下記のように規定されています。

　したがって、現状の欠員１名のまま、任期満了（2019年３月4日）に伴う町長
選挙のときは議員の任期満了（５月31日）の６か月以内となりますので、補欠選
挙は行われません。

　本誌４月号 ２７ ページ
の国民健康保険税条例改
正の記事中「国保税分」
は、正しくは「医療費分」
でした。お詫びして訂正
します。

お詫びと訂正

やまびこ広場に設置予定の噴水施設（イメージ）

１、欠員が定数の６分の１を超えたときに補欠選挙を行う。

２、ただし、この条件に満たない場合でも町長選挙等の告示の10日前に欠員が
　あれば町長選挙等と同時に補欠選挙（いわゆる便乗選挙）を行う。

３、補欠選挙を行うべき事由が発生した場合、50日以内に行う。ただし、任期
　満了の６か月以内の場合、補欠選挙は行わない。



管内視察

　６月12日（火）に管内７か所の視察を行い、その後、
各所管課の課長・係長と懇談会を開催しました。

総務産業常任委員会

管内視察報告
どこを伸ばし どこ を改善すべきか

　
旧
北
小
学
校
の
現
状
視
察
と

現
時
点
の
整
備
計
画 

（
案
）
を

確
認
し
ま
し
た
。
公
民
館
施
設
、

貸
事
務
所
、
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど

北
小
学
校
空
き
施
設
利
用
検
討

協
議
会
と
協
議
を
し
な
が
ら
計

画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

 　　　
賃
貸
借
契
約
を
し
て
い
る
町

の
貸
付
地
で
あ
る
竜
王
ス
キ
ー

場
を
中
心
に
施
設
を
確
認
し
ま

し
た
。

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
空
模
様

で
霧
に
覆
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
展
望
デ
ッ
キ
「SO

R
A

 
terrace

」
は
人
気
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
賑
わ
い
を
見
せ

て
い
ま
す
。

 　　
着
工
以
前
は
土
水
路
で
頻
繁

に
氾
濫
し
て
隣
接
す
る
農
地
が

水
浸
し
に
な
っ
た
り
削
ら
れ
た

り
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
28

年
度
か
ら
３
年
か
け
て
整
備
を

行
い
改
善
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
が
工
事
最
終
年
と
な
り

ま
す
。

〇
工
事
概
要

　
総
工
事
費　

　
約
１
１
３
０
万
円
（
予
定
）

　
水
路
工　

　
一
体
型
柵
渠
８
０
０
×
８
０
０

　
施
工
延
長

　
　
Ｌ
＝
１
６
８
．
２
７
ｍ

 　
春
季
企
画
と
し
て
4
月
28
日

か
ら
７
月
16
日
ま
で
開
催
さ
れ

て
い
る
「
中
山
徳
幸
展
」
を
視

察
し
ま
し
た
。
所
管
は
教
育
委

員
会
と
な
り
社
会
文
教
常
任
委

員
会
が
担
当
と
な
り
ま
す
が
、

観
光
施
設
の
側
面
も
あ
る
こ
と

か
ら
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

 　
29
年
度
に
施
設
の
長
寿
命
化

を
は
か
る
た
め
、
屋
根
改
修
、

外
壁
改
修
を
行
い
、
あ
わ
せ

て
、誘
導
灯
改
修
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
）、

駐
車
場
側
溝
修
繕
、
舗
装
工
事

を
行
い
ま
し
た
。
総
工
事
費
は

約
７
６
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

 　　
29
年
度
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
さ
れ
た
猪
谷
千
春
記
念
館

の
展
示
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

名
誉
町
民
で
あ
り
、
ア
ル
ペ
ン

ス
キ
ー
で
現
在
ま
で
唯
一
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト(

イ

タ
リ
ア
・
コ
ル
チ
ナ
ダ
ン
ベ
ッ

ツ
ォ
銀
メ
ダ
ル)

で
あ
る
猪
谷

氏
の
足
跡
が
わ
か
る
品
々
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
現
在
の
運
営
状
況
を
確
認
し

ま
し
た
。昭
和
43
年
に
竣
工（
同

53
年
に
増
築
）
さ
れ
、
老
朽
化

が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
更
新
工
事

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
基
本
設

計
を
本
年
度
予
算
に
計
上
し
ま

し
た
。

 　
視
察
終
了
後
、
文
化
セ
ン
タ

ー
郷
土
資
料
室
で
各
所
管
課
の

課
長
・
係
長
と
委
員
に
よ
る
懇

談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

 

旧
北
小
学
校

竜
王SO
RAterrace

（
ソ
ラ
テ
ラ
ス
）

西
堀
水
路（
宇
木
地
区
）

志
賀
高
原
ロ
マ
ン

美
術
館

猪
谷
千
春
記
念
館

志
賀
高
原
総
合
会
館
98

東
部
浄
水
場

懇
談
会
を
開
催
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利用計画策定作業が進められている

霧の中のSORA terrace(ソラテラス)この工事により水路の氾濫が解消される

中山徳幸展の広告チラシ（両面）

改修工事により30年の長寿命化がはかられた

現在の東部浄水場委員と所管課の課長・係長懇談会



管内視察

社会文教常任委員会
　6月12日（火）に管内の視察研修を行いました。
今回は、町内外合わせて、全部で6カ所でした。

　　
昨
年
、
旧
北
小
学
校
の
体

育
館
を
社
会
体
育
施
設
と
し

て
、
改
修
工
事
を
行
い
ま
し

た
。
屋
根
、
外
壁
の
ほ
か
、

ト
イ
レ
、
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

床
改
修
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
面

し
た
倉
庫
ド
ア
補
修
・
正
面

入
り
口
手
す
り
設
置
な
ど
合

わ
せ
て
、
総
額
約
７
８
０
０

万
円
を
か
け
ま
し
た
。
そ
れ

に
よ
り
、
30
年
の
長
寿
命
化

が
は
か
ら
れ
ま
し
た
。
29
年

度
利
用
状
況
は
、
年
間
27
団

体
、
89
回
の
利
用
が
あ
り
ま

し
た
。
町
民
は
原
則
無
料
で

す
。

　
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
に
認

定
さ
れ
て
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
状
況

や
実
際
の
授
業
を
見
ま
し
た
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
っ

た
り
、
小
グ
ル
ー
プ
で
話
し

合
い
な
が
ら
授
業
を
進
め
た

り
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン

グ
の
手
法
を
取
り
入
れ
る
な

ど
、
先
駆
的
な
方
法
を
活
用

し
て
お
り
ま
し
た
。
自
然
豊

か
な
こ
の
町
で
の
教
育
が
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
を

願
い
ま
す
。

　　
こ
こ
3
年
で
約
2
億
円
の

投
資
を
行
い
ま
し
た
の
で
、

そ
の
後
の
状
況
と
と
も
に
、

実
際
に
給
食
も
食
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
て
も

き
れ
い
に
な
り
、
清
潔
な
状

態
で
調
理
が
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
一
方
で
人
手
の
確
保
な

ど
の
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

　　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
分

別
が
始
ま
っ
た
の
で
、
そ
の

収
集
状
況
や
分
別
後
の
処
理

は
何
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、

見
て
き
ま
し
た
。

　
集
め
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

製
品
を
１
メ
ー
ト
ル
角
く
ら

い
の
梱
包
物
（
ベ
ー
ル
）
に

圧
縮
し
、
そ
れ
を
次
の
工
程

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
加
工
を
す

る
工
場
へ
運
ぶ
の
が
こ
の
会

社
の
役
目
で
し
た
。

　
町
は
他
市
町
村
と
比
べ
て
、

ま
だ
分
別
が
い
い
方
だ
と
い

う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
が
、

紙
製
品
、
木
く
ず
、
生
ご
み

な
ど
が
混
ざ
っ
て
い
る
こ
と

が
多
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　　
豊
田
興
産
で
作
ら
れ
た
ベ

ー
ル
か
ら
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
パ
レ
ッ
ト
（
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
で
積
み
荷
を
運
び
や
す

く
す
る
土
台
）
を
製
造
す
る

工
場
で
し
た
。
一
日
１
３
０

０
個
の
生
産
を
し
て
い
ま
す
。

大
変
大
き
な
工
場
で
、
光
セ

ン
サ
ー
を
使
っ
て
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
自
動
選
別
を
し
て

い
る
機
械
も
あ
り
、
大
変
画

期
的
で
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、

そ
れ
で
も
不
適
物
も
多
く
出

て
、
そ
れ
は
、
ご
み
と
し
て

処
理
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で

し
た
。

　　
高
社
寮
の
老
朽
化
に
と
も

な
い
、
民
間
に
移
管
を
し
て

新
装
オ
ー
プ
ン
（
30
年
３
月

１
日
）
し
ま
し
た
。
運
営
は

木
島
平
村
の
み
ゆ
き
福
祉
会
。

最
新
の
設
備
と
モ
ダ
ン
な
意

匠
で
非
常
に
快
適
な
空
間
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
廊
下
幅
も

ベ
ッ
ド
の
ま
ま
す
れ
違
い
や

回
転
の
し
や
す
い
よ
う
に
広

く
設
計
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

 

新しく改装されて、身障者用トイレも設置された

どこを伸ばし どこ を改善すべきか
常 任 委 員 会

す
が
か
わ
体
育
館

西
小
学
校

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

豊
田
興
産

Ｃ
Ｐ
Ｒ
飯
山
工
場

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
高
社
の
家

タブレット端末を活用した授業

ベールと呼ばれる中間処理された梱包物

背よりもはるかに高く積まれたパレット

広々とした空間が特徴的だった高社の家
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追悼ー小林民夫議員

　
お
許
し
を
頂
き
ま
し
た
の

で
、
議
員
一
同
を
代
表
し
て
、

故
小
林
民
夫
議
員
の
急
逝
を

悼い
た

み
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表

し
ま
す
。

　
本
日
こ
こ
に
、
平
成
30
年

第
３
回
議
会
定
例
会
の
開
会

に
当
た
り
、
今
、
２
番
議
席

に
は
在
り
し
日
の
凛
と
し
た

君
の
姿
な
く
、
謦け

い
が
い咳
に
接
す

る
こ
と
も
叶
わ
ず
、
菊
の

花
々
た
だ
虚
し
く
た
た
ず
む

を
見
て
、
議
員
一
同
惜
別
の

情
を
禁
じ
得
な
い
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　
私
は
、
民
夫
く
ん
と
は
同

年
で
あ
り
、
同
じ
沓
野
区
に

生
ま
れ
育

ち
、
な
お

か
つ
昭
和

53
年
５
月

私
の
結
婚

式
の
司
会

を
務
め
て

い
た
だ
き
、

そ
し
て
昭

和
63
年
11

月
君
の
結

婚
式
に
は

お
返
し
に

私
が
司
会
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
縁え

に
し

で
追
悼
演
説
の
任
を
賜
り
ま

し
て
、
哀
悼
の
言
葉
を
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
君
は
、
昭
和
26
年
６
月
28

日
上
林
温
泉
の
老
舗
旅
館
経

営
の
小
林
治は

る
と人
・
作さ

く
み美
ご
夫

妻
の
次
男
と
し
て
、
ま
た
、

山
ノ
内
町
長
を
昭
和
31
年
か

ら
39
年
の
８
年
間
と
お
務
め

に
な
っ
た
、
小
林
茂
氏
の
孫

と
し
て
こ
の
世
に
生
を
受
け

ま
し
た
。
頭
脳
明
晰
の
君
は

長
野
高
校
か
ら
当
時
観
光
学

科
が
あ
っ
た
立
教
大
学
へ
進

学
さ
れ
、
将
来
観
光
に
携
わ

る
こ
と
を
決
め
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　
平
成
27
年
４
月
の
町
議
会

議
員
選
挙
に
お
い
て
初
当
選

を
果
た
さ
れ
、
１
期
目
の
前

期
２
年
間
は
社
会
文
教
常
任

委
員
会
の
副
委
員
長
と
広
報

委
員
、
後
期
の
２
年
間
は
広

報
常
任
委
員
会
副
委
員
長
と

社
会
文
教
常
任
委
員
を
歴
任

し
、
議
会
活
動
に
邁
進
さ
れ

ま
し
た
。

　
特
に
観
光
振
興
へ
の
思
い

入
れ
が
強
く
議
会
一
般
質
問

に
お
い
て
は
、
一
貫
し
て
観

光
に
関
す
る
事
項
に
徹
し
、

「
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の

取
り
組
み
」「
平
地
温
泉
と

志
賀
高
原
・
北
志
賀
高
原
の

活
性
化
策
」「
地
獄
谷
ス
ノ

ー
モ
ン
キ
ー
に
よ
る
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
誘
客
策
」「
志
賀
高

原
ロ
マ
ン
美
術
館
活
性
化

策
」「
農
業
と
観
光
の
相
互

扶
助
策
」「
広
域
観
光
活
性

化
策
」「
稼
げ
る
観
光
地
の

実
現
策
」
等
な
ど
、
竹
節
町

長
と
の
丁
々
発
止
の
論
戦
は
、

時
に
は
聞
き
入
っ
て
し
ま
う

ほ
ど
の
も
の
で
し
た
。
君
の

あ
の
独
特
な
持
論
が
聞
く
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
は

残
念
の
極
み
で
す
。

　
君
の
趣
味
は
俳
句
で
し
た
。

以
前
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
俳
句
王
国

が
ゆ
く
」
と
い
う
番
組
が
志

賀
高
原
の
98
会
館
で
公
開
収

録
が
あ
り
ま
し
た
。
君
は
俳

号
を
「
小
林
タ
ミ
」
と
し
て

い
き
い
き
と
出
演
さ
れ
て
い

ま
し
た
ね
。
長
野
市
で
フ
ラ

ン
ス
人
の
マ
ブ
ソ
ン
氏
が
主

宰
す
る
「
青せ

い
が
ん眼
俳
句
会
」
に

入
会
し
、
句
会
報
の
発
行
責

任
者
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

先
日
奥
様
に
会
報
見
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
の
１

月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
れ
を
詠
ん
だ
時
期

は
病
と
の
闘
い
で
、
相
当
体

調
が
し
ん
ど
い
時
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
遺
作
に
な
る
か

は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
ご
紹

介
し
ま
す
。

　「
茶
柱
を
議
員
手
帳
に
冬

の
雨
」
こ
れ
を
詠
ん
だ
と
き

の
心
境
は
い
か
ば
か
り
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
私
な
り
に

解
釈
し
て
み
ま
し
た
。
下
句

の
「
冬
の
雨
」
は
自
分
の
人

生
も
こ
れ
ま
で
か
な
～
と
弱

気
な
気
持
ち
で
あ
っ
た
と
こ

ろ
、
そ
ん
な
と
き
縁
起
の
い

い
茶
柱
が
立
っ
て
い
た
、
そ

れ
を
そ
っ
と
議
員
手
帳
に
は

さ
み
込
み
、
病
気
に
な
ん
か

負
け
て
た
ま
る
か
、
ま
だ
ま

だ
俺
は
や
り
た
い
ん
だ
！
頑

張
る
ん
だ
！
と
い
う
よ
う
な

気
概
に
満
ち
た
、
そ
ん
な
気

持
ち
を
詠
ん
だ
句
で
は
な
い

か
と
推
察
し
ま
す
。

　
一
昨
年
の
年
末
、
医
者
か

ら
は
入
院
を
勧
め
ら
れ
ま
し

た
が
、
議
会
、
町
民
に
対
す

る
責
任
感
か
ら
か
、
通
院
で

治
療
し
て
い
き
た
い
と
申
し

出
た
そ
う
で
す
。
毎
週
水
曜

日
に
点
滴
を
し
て
、
次
の
日

木
曜
日
は
体
が
大
変
つ
ら
い

と
漏
ら
し
て
い
ま
し
た
ね
。

木
曜
日
の
君
の
様
子
は
傍
か

ら
見
て
い
て
も
辛
い
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。

　
民
夫
君
に
は
、
今
後
議
員

と
し
て
さ
ら
に
力
を
つ
け
て
、

今
ス
ノ
ー
モ
ン
キ
ー
で
活
況

を
呈
し
て
い
る
上
林
温
泉
の

益
々
の
繁
栄
そ
し
て
山
ノ
内

町
の
発
展
に
尽
力
を
し
て
欲

し
か
っ
た
。
志
半
ば
で
天
に

召
さ
れ
る
無
念
さ
を
痛
切
に

感
じ
ま
す
。
今
こ
の
壇
上
で

惜
別
の
言
葉
を
申
し
上
げ
る

こ
と
に
な
ろ
う
と
は
、
思
い

も
よ
ら
ぬ
痛
恨
事
で
あ
り
、

唐
の
詩
人
、
李
白
の
詩
に
あ

る
よ
う
に
「
浮
世
夢
の
ご
と

し
」
の
感
を
禁
じ
え
ま
せ
ん
。

　
君
を
失
っ
た
こ
と
は
、
議

会
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
町

に
と
っ
て
も
地
域
に
と
っ
て

も
大
き
な
痛
手
で
あ
り
、
惜

し
み
て
余
り
あ
る
も
の
で
す
。

こ
こ
に
在
り
し
日
の
君
の
面

影
を
忍
び
、
生
前
の
功
績
を

た
た
え
、
ひ
た
す
ら
泉
下
の

平
安
を
祈
る
と
と
も
に
、
お

遺
族
様
に
限
り
な
い
御
加
護

を
賜
る
こ
と
を
願
い
、
追
悼

の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
30
年
６
月
５
日

　
　
山
ノ
内
議
会
代
表
　

　 

　
　
　  

髙 

山
　
祐 

一

「茶柱を議員手帳に冬の雨」

故
小
林
民
夫
議
員
の
追
悼
の
辞

　平成30年第３回定例会初日、去る３月31日
66歳の若さで病気のため急逝された故小林民夫
議員に対し、同僚議員である議会運営委員長の
髙山祐一議員が追悼の演説を行いました。
　ここにその全文を掲載し哀悼の誠を捧げるも
のです。
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「
こ
れ
何
だ
？
」「
や
っ
て
み

た
い
」
と
い
う
好
奇
心
や
自
発

性
が
グ
ン
グ
ン
育
つ
乳
幼
児

期
。
こ
の
欲
求
を
満
た
す
の
が

イ
タ
ズ
ラ（
探
索
活
動
）で
す
。

身
の
回
り
の
世
界
を
発
見
し
た

り
、
自
分
の
体
の
動
き
を
試
し

た
り
、
子
ど
も
た
ち
は
自
立
し

て
い
く
た
め
の
第
一
歩
を
イ
タ

ズ
ラ
に
よ
っ
て
踏
み
出
し
て
い

る
の
で
す
。
イ
タ
ズ
ラ
は
「
遊

び
」。
遊
び
か
ら
学
ん
で
い
る

の
で
す
。

　
園
庭
に
出
る
だ
け
で
毎
日
た

く
さ
ん
の
発
見
が
あ
り
ま
す
。

春
夏
秋
冬
、
毎
日
変
化
す
る
自

然
は
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え

て
く
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の

気
づ
き
や
発
見
に
寄
り
添
い
、

体
験
的
に
学
ぶ
こ
と
を
大
事
に

し
て
い
ま
す
。

　
「
な
ん
で
だ
ろ
う
？
」
に
立

ち
止
ま
り
、
考
え
た
り
調
べ
た

り
観
察
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
体
験
は
次
第
に
知
識
へ

と
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　
「
遊
び
に
よ
っ
て
主
体
的
に

学
ぶ
」
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち

は
自
立
心
、
知
識
、
想
像
力
、

忍
耐
力
、
自
己
肯
定
感
、
問
題

を
解
決
す
る
力
な
ど
、
生
き
る

力
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

み
ん
な
の

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

ひ
ろ
ば

　
学
生
時
代
か
ら
漠
然
と
「
よ

う
ち
え
ん
を
創
り
た
い
」
と
い

う
夢
が
あ
り
ま
し
た
。
保
育
士

と
し
て
働
き
な
が
ら
子
ど
も

学
、
自
然
、
建
築
、
ア
ー
ト
、

哲
学
な
ど
を
学
ぶ
う
ち
に
、
い

つ
し
か
田
舎
へ
の
移
住
を
考
え

始
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
妻
の
実
家
が
飯
山
市
だ
っ
た

こ
と
が
転
機
で
し
た
。
ち
ょ
く

ち
ょ
く
通
う
う
ち
に
北
信
州
の

四
季
の
移
ろ
い
、
自
然
の
豊
か

さ
に
惹
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
保
育
の
知
識
、
経

験
を
も
と
に
「
納
得
の
い
く
子

育
て
を
し
た
い
」
と
２
０
１
４

年
春
、
妻
の
実
家
を
頼
り
飯
山

市
に
移
住
。
仕
事
で
通
っ
て
い

た
北
志
賀
高
原
の
山
里
の
環
境

に
魅
力
を
感
じ
始
め
て
い
た
同

年
秋
、
須
賀
川
で
築
１
２
０
年

の
古
民
家
と
出
会
い
ま
し
た
。

「
金
は
な
い
け
ど
時
間
と
体
力

と
や
る
気
だ
け
は
あ
る
」
と
２

年
が
か
り
で
セ
ル
フ
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
２
０
１
６
年
夏
に
引

っ
越
し
。
そ
し
て
２
０
１
７
年

春
、
つ
い
に
「
里
山
よ
う
ち
え
ん

お
や
ま
の
お
う
ち
」
を
開
園
。

夫
婦
の
夢
、
理
想
の
よ
う
ち
え

ん
創
り
の
は
じ
め
の
一
歩
を
踏

み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
町
内
外
か
ら
6
人
の

子
ど
も
た
ち
が
通
っ
て
い
ま

す
。
広
く
て
傾
斜
の
あ
る
庭
、

流
量
豊
富
な
水
路
、
周
囲
の
田

ん
ぼ
や
畑
、
里
山
な
ど
、
自
然

豊
か
な
環
境
を
生
か
し
た
屋
外

で
の
活
動
が
中
心
で
す
。「
食

う
・
寝
る
・
遊
ぶ
」
を
理
念
と

し
て
、子
ど
も
た
ち
の
自
発
的・

主
体
的
な
遊
び
に
寄
り
添
う
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。「
遊
ぶ
こ

と
は
生
き
る
こ
と
。
学
び
は
遊

び
の
中
に
あ
る
」
が
保
育
方
針

で
す
。

　

今
回
は
、
須
賀
川
で
古
民
家
を
改
修
し
て
「
里
山
よ
う
ち

え
ん
お
や
ま
の
お
う
ち
」
を
運
営
さ
れ
て
い
る
、
や
ま
ち
ゃ

ん
こ
と
山
崎
龍
平
さ
ん
に
自
然
保
育
に
か
け
る
思
い
を
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
然
保
育
の
よ
う
ち
え
ん

を
な
ぜ
須
賀
川
で

遊
ぶ
こ
と
は
生
き
る
こ
と

　
　
学
び
は
遊
び
の
中
に
あ
る

編
集
後
記

　
『
中
学
生
が
夢
み
る
町
づ
く

り
討
論
会
』
と
題
し
て
、
町
長

は
じ
め
町
内
各
界
の
人
々
が
参

加
し
て
校
内
で
開
催
さ
れ
た
。

４
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
て
の
討
論

会
で
、
私
は
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
。

テ
ー
マ
は
町
内
設
備
・
イ
ン
フ

ラ
、
他
地
域
と
の
連
携
、
金
に

つ
い
て
。
他
の
グ
ル
ー
プ
は
、

観
光
、
自
然
活
用
、
交
通
な
ど

な
ど
。

　
校
内
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

で
、「
将
来
山
ノ
内
に
住
み
た

い
」
が
２
５
０
人
中
１
０
８
人
、

我
が
町
も
捨
て
た
も
ん
じ
ゃ
な

い
な
ぁ
。

　
翻ひ

る
が
え

っ
て
約
50
年
前
、
自
分
が

中
学
生
の
時
、
考
え
て
い
た
の

は
部
活
と
勉
強
の
こ
と
ば
か
り
、

町
の
こ
と
や
社
会
の
こ
と
な
ど

ほ
と
ん
ど
考
え
て
い
な
か
っ
た
。

ま
し
て
や
イ
ン
フ
ラ
や
財
政
の

こ
と
な
ど
皆
無
だ
っ
た
。
Ｅ
Ｓ

Ｄ
学
習
で
自
分
の
町
に
誇
り
と

自
信
を
持
つ
姿
勢
に
バ
ン
ザ
イ
。

　
地
域
の
活
性
化
の
キ
ー
ワ
ー

ド
は
「
よ
そ
も
の
、
ば
か
も
の
、

わ
か
も
の
」
そ
の
若
者
に
期
待
。

（
髙
山
祐
一  

記
）

みんなのひろば

・1986年山梨県上野原市生まれ
・白梅学園大学子ども学部子ども
　学科卒
・東京で保育士として勤務後、結
　婚を機に長野県に移住
・現在、「里山ようちえんおやま
　のおうち」園長
・奥様と１男１女の４人家族

山 崎 龍 平
プロフィール

お
や
ま
の
お
う
ち
の

保
育
理
念
や
保
育
方
針
は

歌で始まる朝の会
今日どんな遊びをするのか自分で決めて発表します

自
然
保
育
の
効
果
は


